
　
町
で
も
家
庭
菜
園
や
住
宅
内
で
の
外
来

性
動
物
の
ふ
ん
尿
に
よ
る
生
活
環
境
被
害

が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
外
来
性
動
物

（
ア
ラ
イ
グ
マ
）に
つ
い
て
、
そ
の
生
態
と

防
除
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
態
と
特
徴

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
愛
く
る
し
い
見
か
け

と
は
う
ら
は
ら
に
、
性
格
は
凶
暴
で
、
飼

い
主
に
も
な
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

ケ
ー
ジ
か
ら
逃
げ
出
し
た
り
、
不
法
に
放

獣
さ
れ
た
り
し
て
野
生
化
し
、
日
本
全
国

に
分
布
域
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雑
食
で
、
小
型
ほ
乳
類
、
鳥
類
、

両
生
類
、
魚
に
昆
虫
、
果
樹
、
農
作
物
な

ど
何
で
も
食
べ

ま
す
。

　
行
動
は
夜
行

性
で
、
日
中
は

高
い
樹
上
や
、

家
屋
の
屋
根
裏

な
ど
の
ね
ぐ
ら

で
休
み
ま
す
。

手
先
が
器
用
で
、

木
や
柱
、
壁
を

登
る
の
が
非
常
に

得
意
で
す
。

　
建
物
の
壁
際

や
、
水
路
、
側
溝

な
ど
を
歩
い
て
移

動
す
る
事
が
多
い

で
す
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は

成
長
が
早
く
、
１

歳
に
な
る
と
メ
ス

は
出
産
で
き
ま
す
。
３
月
下
旬
か
ら
５
月

上
旬
に
か
け
て
、
３
〜
６
頭
の
子
ど
も
を

産
み
ま
す
。

　
尾
に
あ
る
シ
マ
模
様
が
他
の
動
物
と
見

分
け
る
際
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

被
害
防
止
の
為
の
ポ
イ
ン
ト

①
農
作
物
被
害
対
策

　
見
た
目
は
か
わ
い
く
て
も
、
餌え

さ

は
絶
対

に
与
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
畑
の
作
物
は

ネ
ッ
ト
を
掛
け
る
な
ど
、
簡
単
に
食
べ
ら

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
被

害
対
策
と
し
て
は
電
気
柵
が
最
も
有
効
で

す
。

　
近
年
で
は
、
中
小
型
動
物
の
行
動
特
性

を
利
用

し
、
高
さ

30
セ
ン
チ

の
ト
リ
カ

ル
ネ
ッ
ト

に
、
電
線

１
本
で
侵

入
を
防
ぐ

電
気
柵
も

考
案
さ
れ

ま
し
た
。

比
較
的
安

価
で
施
工

が
で
き
、
背
の
低
い
雑
草
で
あ
れ
ば
漏
電

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
畑
に
廃
棄
す
る
作
物
や
生
ご
み
な
ど
を

放
置
し
た
り
、
収
穫
し
な
い
果
物
な
ど
、

餌
に
な
る
物
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

②
生
活
環
境
被
害
対
策

　
ア
ラ
イ
グ
マ
の
侵
入
口
に
な
り
そ
う
な

壁
や
床
下
、
屋
根
近
く
の
隙す

き

間ま

は
ふ
さ
ぐ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
柱
や
雨
ど
い
を
伝
っ

て
屋
根
へ
上
り
軒
先
の
隙
間
か
ら
屋
根
裏

へ
侵
入
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、

昼
間
で
も
人
気
の
少
な
い
、
寺
社
な
ど
の

古
い
木
造
建
築
は
、
ね
ぐ
ら
や
繁
殖
場
所

に
使
わ
れ
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
人
が
住
ん
で
い
る
民
家
で
も
、

侵
入
口
が
あ
る
と
、
ア
ラ
イ
グ
マ
が
出
産
・

子
育
て
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
家
屋
に
侵
入

さ
れ
た
ア
ラ
イ

グ
マ
の
追
い
出

し
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
ア

ラ
イ
グ
マ
の
侵

入
口
を
見
つ
け

て
、
ア
ラ
イ
グ

マ
が
屋
根
裏
に

い
る
場
合
に

は
、
侵
入
口
か

ら
遠
い
屋
根
裏
の
一
角
で
害
虫
防
除
剤
数

個
を
た
い
て
追
い
出
し
た
後
、
侵
入
口
を

ふ
さ
ぎ
ま
す
。

　
池
や
水
槽
の
鯉
、
金
魚
の
捕
食
防
止
に

は
、
室
内
へ
水
槽
を
移
動
さ
せ
る
の
が
一

番
安
全
で
す
が
、
無
理
な
場
合
は
目
の
細

か
い
金
網
な
ど
で
覆
い
ま
す
。
ア
ラ
イ
グ

マ
は
力
が
非
常
に
強
い
の
で
、
網
が
剥
が

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。

　
夜
間
の
ゴ
ミ
出
し
に
も
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
夜
行
性
の
ア
ラ
イ
グ
マ
が
夜
中
に

ゴ
ミ
を
あ
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
日
野
町
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
で

は
、
数
に
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
捕
獲
器

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
屋
に
侵
入
さ
れ
た
、
家
庭
菜
園
を
荒

ら
さ
れ
る
な
ど
、
お
困
り
の
際
は
下
記
の

問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆問い合わせ先　日野町有害鳥獣被害対策協議会 （農林課内）　☎ 0748-52-6512

外
来
性
動
物（
ア
ラ
イ
グ
マ
）の

 

生
態
と
被
害
防
止
に
つ
い
て

電気線

トリカルネット
ポリエチレン、ポリプロピレンを主原料とする樹脂製
ネットです。軽くて取り扱いが容易でホームセンター
で入手できます。

  

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
方
へ

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
ご
請
求
く
だ
さ
い

　
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
と
な
る
方

　
令
和
２
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」等
を
受
け
る
方（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

 

１
． 

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

 

２
． 

戦
没
者
等
の
子

 

３
． 

戦
没
者
等
の 

①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

 

４
． 

右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪
　
な
ど
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
内
容

国
債
名
称 

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
　
い
号

額
　
　
面 

25
万
円（
５
年
償
還
）

◆
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
保
健
課
　
福
祉
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

６
５
７
３

　
令
和
4
年
度
第
2
回
町
営
住
宅
入
居
者
を

左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　
8
月
1
日（
月
）か
ら
8
月
26
日（
金
）ま
で

【
募
集
団
地
】

・  

第
1
内
池
団
地（
内
池
１
５
０
番
地
）

　
平
成
13
年
築（
木
造
２
階
建
）

　
３
D
K
　
１
戸

・  

西
山
団
地（
豊
田
２
０
５
番
地
23
）

　
昭
和
60
年
築（
P
C
造
2
階
建
）

　
３
D
K
　
１
戸

【
入
居
資
格
】

　
次
の
①
〜
⑦
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

① 

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
し
て
い

る
こ
と（
３
か
月
以
上
）。

② 

持
ち
家（
共
有
名
義
を
含
む
）が
な
く
、
住

宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

③ 

税・公
共
料
金
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

④ 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
い
る
こ
と
。

※ 

た
だ
し
、
下
記
の
⑴
〜
⑹
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
は
単
身
で
も
入
居
で
き

ま
す
。

⑴ 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

⑵
60
歳
以
上
の
方

⑶ 

身
体
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
１

級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

⑷ 

精
神
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
１

級
か
ら
３
級
ま
で
の
方

⑸ 

知
的
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
精

神
障
害
の
程
度
に
相
当
す
る
方

⑹ 

D
V
被
害
者
に
該
当
す
る
方

⑤ 

１
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑥ 

連
帯
保
証
人（
２
名
）を
た
て
ら
れ
る
こ
と
。

⑦ 

申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
反
社
会
的
勢

力
に
属
さ
な
い
こ
と
。

【
月
額
家
賃
】

　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅
の
諸
条
件
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
入
居
可
能
予
定
日
】　
10
月
中
旬
ご
ろ

※ 

入
居
者
の
入
退
去
、
住
宅
の
状
況
等
に
よ

り
募
集
団
地
の
変
更
等
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
戸
数
・
規
格
・
家
賃
の
詳
細
、
最
新
の

情
報
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
入
居
に
つ
い
て
は

左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
計
画
課
　
都
市
計
画
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
7

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
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町
で
も
家
庭
菜
園
や
住
宅
内
で
の
外
来

性
動
物
の
ふ
ん
尿
に
よ
る
生
活
環
境
被
害

が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
外
来
性
動
物

（
ア
ラ
イ
グ
マ
）に
つ
い
て
、
そ
の
生
態
と

防
除
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
態
と
特
徴

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
愛
く
る
し
い
見
か
け

と
は
う
ら
は
ら
に
、
性
格
は
凶
暴
で
、
飼

い
主
に
も
な
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

ケ
ー
ジ
か
ら
逃
げ
出
し
た
り
、
不
法
に
放

獣
さ
れ
た
り
し
て
野
生
化
し
、
日
本
全
国

に
分
布
域
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雑
食
で
、
小
型
ほ
乳
類
、
鳥
類
、

両
生
類
、
魚
に
昆
虫
、
果
樹
、
農
作
物
な

ど
何
で
も
食
べ

ま
す
。

　
行
動
は
夜
行

性
で
、
日
中
は

高
い
樹
上
や
、

家
屋
の
屋
根
裏

な
ど
の
ね
ぐ
ら

で
休
み
ま
す
。

手
先
が
器
用
で
、

木
や
柱
、
壁
を

登
る
の
が
非
常
に

得
意
で
す
。

　
建
物
の
壁
際

や
、
水
路
、
側
溝

な
ど
を
歩
い
て
移

動
す
る
事
が
多
い

で
す
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は

成
長
が
早
く
、
１

歳
に
な
る
と
メ
ス

は
出
産
で
き
ま
す
。
３
月
下
旬
か
ら
５
月

上
旬
に
か
け
て
、
３
〜
６
頭
の
子
ど
も
を

産
み
ま
す
。

　
尾
に
あ
る
シ
マ
模
様
が
他
の
動
物
と
見

分
け
る
際
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

被
害
防
止
の
為
の
ポ
イ
ン
ト

①
農
作
物
被
害
対
策

　
見
た
目
は
か
わ
い
く
て
も
、
餌え

さ

は
絶
対

に
与
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
畑
の
作
物
は

ネ
ッ
ト
を
掛
け
る
な
ど
、
簡
単
に
食
べ
ら

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
被

害
対
策
と
し
て
は
電
気
柵
が
最
も
有
効
で

す
。

　
近
年
で
は
、
中
小
型
動
物
の
行
動
特
性

を
利
用

し
、
高
さ

30
セ
ン
チ

の
ト
リ
カ

ル
ネ
ッ
ト

に
、
電
線

１
本
で
侵

入
を
防
ぐ

電
気
柵
も

考
案
さ
れ

ま
し
た
。

比
較
的
安

価
で
施
工

が
で
き
、
背
の
低
い
雑
草
で
あ
れ
ば
漏
電

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
畑
に
廃
棄
す
る
作
物
や
生
ご
み
な
ど
を

放
置
し
た
り
、
収
穫
し
な
い
果
物
な
ど
、

餌
に
な
る
物
の
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

②
生
活
環
境
被
害
対
策

　
ア
ラ
イ
グ
マ
の
侵
入
口
に
な
り
そ
う
な

壁
や
床
下
、
屋
根
近
く
の
隙す

き

間ま

は
ふ
さ
ぐ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
柱
や
雨
ど
い
を
伝
っ

て
屋
根
へ
上
り
軒
先
の
隙
間
か
ら
屋
根
裏

へ
侵
入
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、

昼
間
で
も
人
気
の
少
な
い
、
寺
社
な
ど
の

古
い
木
造
建
築
は
、
ね
ぐ
ら
や
繁
殖
場
所

に
使
わ
れ
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
人
が
住
ん
で
い
る
民
家
で
も
、

侵
入
口
が
あ
る
と
、
ア
ラ
イ
グ
マ
が
出
産
・

子
育
て
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
家
屋
に
侵
入

さ
れ
た
ア
ラ
イ

グ
マ
の
追
い
出

し
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
ア

ラ
イ
グ
マ
の
侵

入
口
を
見
つ
け

て
、
ア
ラ
イ
グ

マ
が
屋
根
裏
に

い
る
場
合
に

は
、
侵
入
口
か

ら
遠
い
屋
根
裏
の
一
角
で
害
虫
防
除
剤
数

個
を
た
い
て
追
い
出
し
た
後
、
侵
入
口
を

ふ
さ
ぎ
ま
す
。

　
池
や
水
槽
の
鯉
、
金
魚
の
捕
食
防
止
に

は
、
室
内
へ
水
槽
を
移
動
さ
せ
る
の
が
一

番
安
全
で
す
が
、
無
理
な
場
合
は
目
の
細

か
い
金
網
な
ど
で
覆
い
ま
す
。
ア
ラ
イ
グ

マ
は
力
が
非
常
に
強
い
の
で
、
網
が
剥
が

さ
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。

　
夜
間
の
ゴ
ミ
出
し
に
も
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
夜
行
性
の
ア
ラ
イ
グ
マ
が
夜
中
に

ゴ
ミ
を
あ
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
日
野
町
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
で

は
、
数
に
限
り
は
あ
り
ま
す
が
、
捕
獲
器

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
屋
に
侵
入
さ
れ
た
、
家
庭
菜
園
を
荒

ら
さ
れ
る
な
ど
、
お
困
り
の
際
は
下
記
の

問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆問い合わせ先　日野町有害鳥獣被害対策協議会 （農林課内）　☎ 0748-52-6512

外
来
性
動
物（
ア
ラ
イ
グ
マ
）の

 

生
態
と
被
害
防
止
に
つ
い
て

電気線

トリカルネット
ポリエチレン、ポリプロピレンを主原料とする樹脂製
ネットです。軽くて取り扱いが容易でホームセンター
で入手できます。

  
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
方
へ

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
ご
請
求
く
だ
さ
い

　
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
と
な
る
方

　
令
和
２
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」等
を
受
け
る
方（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

 

１
． 

令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

 

２
． 

戦
没
者
等
の
子

 

３
． 

戦
没
者
等
の 

①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

 

４
． 

右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪
　
な
ど
）

※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
内
容

国
債
名
称 

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
　
い
号

額
　
　
面 

25
万
円（
５
年
償
還
）

◆
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
保
健
課
　
福
祉
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

６
５
７
３

　
令
和
4
年
度
第
2
回
町
営
住
宅
入
居
者
を

左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　
8
月
1
日（
月
）か
ら
8
月
26
日（
金
）ま
で

【
募
集
団
地
】

・  

第
1
内
池
団
地（
内
池
１
５
０
番
地
）

　
平
成
13
年
築（
木
造
２
階
建
）

　
３
D
K
　
１
戸

・  

西
山
団
地（
豊
田
２
０
５
番
地
23
）

　
昭
和
60
年
築（
P
C
造
2
階
建
）

　
３
D
K
　
１
戸

【
入
居
資
格
】

　
次
の
①
〜
⑦
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

① 

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
し
て
い

る
こ
と（
３
か
月
以
上
）。

② 

持
ち
家（
共
有
名
義
を
含
む
）が
な
く
、
住

宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

③ 

税・公
共
料
金
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

④ 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
い
る
こ
と
。

※ 

た
だ
し
、
下
記
の
⑴
〜
⑹
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
は
単
身
で
も
入
居
で
き

ま
す
。

⑴ 
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

⑵
60
歳
以
上
の
方

⑶ 

身
体
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
１

級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

⑷ 

精
神
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
１

級
か
ら
３
級
ま
で
の
方

⑸ 

知
的
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が
精

神
障
害
の
程
度
に
相
当
す
る
方

⑹ 

D
V
被
害
者
に
該
当
す
る
方

⑤ 

１
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑥ 

連
帯
保
証
人（
２
名
）を
た
て
ら
れ
る
こ
と
。

⑦ 

申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
反
社
会
的
勢

力
に
属
さ
な
い
こ
と
。

【
月
額
家
賃
】

　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅
の
諸
条
件
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
入
居
可
能
予
定
日
】　
10
月
中
旬
ご
ろ

※ 

入
居
者
の
入
退
去
、
住
宅
の
状
況
等
に
よ

り
募
集
団
地
の
変
更
等
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
戸
数
・
規
格
・
家
賃
の
詳
細
、
最
新
の

情
報
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
入
居
に
つ
い
て
は

左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
建
設
計
画
課
　
都
市
計
画
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
7

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
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